
石沢区有文書目録解題 

 
 上越市大字石沢の石沢町内会が所有し、長い間大切に保管されてきた資料群で、令和 5年、

市へ寄託されたものである。天和 3年（1683）の「越後国頚城郡石沢村御検地水帳」から昭

和期の用水に関する書類を含む 270余点である。 

 内容は、主として共有の林野や用水の維持・利用、矢代川の治水、道橋の建設維持などで、

隣接する村々との争論や協約に関する史料を中心とし、近世中期から現代に至る村落共同体

の営みを継続的にみることができる。近世石沢村が、地租改正を軸とした明治政府の諸施策

に対応しながら、近代の行政組織の中に展開する複雑で微妙な動向を読み取ることができる

資料も多い。 

  

 

 

 

「越後国頸城郡石沢村検地水帳」（天和 3年閏 5月） 
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